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Ⅰ 調査の概要 

１．まちかどコメンテーターの概要 

（１）まちかどコメンテーターとは 

市民の皆様に「まちかどコメンテーター」になってもらい、市民目線の意見・提言を聴取する

とともに、市民のニーズを把握し、市政運営の参考とさせていただくものです。 

また、アンケートを通じて、市民の皆様の市政への関心・興味を深めていただくことも目的と

しています。 

 

（２）まちかどコメンテーターの選定方法 

市内に住むか通勤・通学する 18 歳以上の方を対象とし、一般公募及び住民基本台帳から無作為

抽出した市民 2,500人への就任依頼において、応募・承諾いただいた方により構成しています。 

 

（３）任期 

令和５年６月１日～令和６年５月 31日 

 

（４）人数 

４０１人（第２回調査実施時点） 

 

（５）所管課 

市民局 市民文化部 市民協働課 
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２．第２回調査の概要 

（１）調査概要 

テーマ／担当課 
日本遺産「薩摩の武士が生きた町」について 文化財課 

自転車通行空間の整備について 道路建設課 

調査期間 令和５年８月 10日～８月 28日 

回答率 85.7％（344人） 

 

（２）回答者属性 

① 性別 

 

 

選択肢 回答数 割合

男 99 28.8%

女 238 69.2%

その他・答えたくない 7 2.0%

無回答 0 0.0%

サンプル数 344 100.0%

男

28.8%

女

69.2%

その他・

答えたく

ない

2.0%

無回答

0.0%
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② 年代 

 
  

選択肢 回答数 割合

１０歳代 10 2.9%

２０歳代 46 13.4%

３０歳代 118 34.3%

４０歳代 80 23.3%

５０歳代 52 15.1%

６０歳代 24 7.0%

７０歳代 11 3.2%

８０歳代 3 0.9%

無回答 0 0.0%

サンプル数 344 100.0%

2.9%

13.4%

34.3%

23.3%

15.1%

7.0%

3.2%

0.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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③ 居住地域 

 
 

３．報告書上の留意点 

・構成比は小数点第２位以下を四捨五入して表示しているため、合計が合わない場合があります。 

・複数回答可の質問の構成比の合計は 100％を超えることがあります。 

・設問文や選択肢等の表記において、原文より変更している場合があります。 

・不適切な表現がみられた意見については、一部削除しております。 

 

 

  

選択肢 回答数 割合

中央地区 64 18.6%

上町地区 10 2.9%

鴨池地区 24 7.0%

城西地区 13 3.8%

武・田上地区 26 7.6%

伊敷地区 35 10.2%

吉野地域 47 13.7%

谷山北部地区 18 5.2%

谷山地区 53 15.4%

吉田地域 11 3.2%

桜島地域 8 2.3%

松元地域 14 4.1%

郡山地域 9 2.6%

喜入地域 11 3.2%

鹿児島市以外 1 0.3%

無回答 0 0.0%

サンプル数 344 100.0%

18.6%

2.9%

7.0%

3.8%

7.6%

10.2%

13.7%

5.2%

15.4%

3.2%

2.3%

4.1%

2.6%

3.2%

0.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ⅱ 日本遺産「薩摩の武士が生きた町」について 

１．調査の目的 

令和元年 5月に、「薩摩の武士が生きた町～武家屋敷群“麓”を歩く～」が日本遺産に認定されま

した。日本遺産「薩摩の武士が生きた町」を構成する“麓”として、本市には「鹿児島城」地区と

「喜入旧麓」地区があります。 

日本遺産とは、地域の歴史的魅力を発信するテーマを持ったストーリーのことです。 

江戸時代、薩摩藩は，外敵からの攻撃に備え、本城である鹿児島城を中心とし、県内各地に外城

（とじょう）を配置し、武士団を住まわせていました。これは外城制度と呼ばれ、薩摩藩独自の体

制でした。現在も、外城の中心地である麓（ふもと）と呼ばれる武家屋敷群が、県内各地に数多く

残されています。これらの薩摩藩独自のストーリーが「薩摩の武士が生きた町～武家屋敷群“麓”

を歩く～」として日本遺産に認定されました。 

市民の皆さんに、日本遺産「薩摩の武士が生きた町」を理解していただき、地域の活性化につな

げていくため、その認知度などを把握し、今後の事業推進の参考とするため、アンケートを実施し

ました。 

 

 

２．調査結果を受けて担当課（文化財課）からのコメント 

「日本遺産」の認知度をみる設問において、「日本遺産」という言葉を、「聞いたことはあったが、

内容についてはよく知らなかった」が 40.1％、「聞いたことがなかった」が 48.5％でした。二つを

合わせると 88.6％と、認知度の低さが浮き彫りとなりました。 

また、「薩摩の武士が生きた町～武家屋敷群“麓”を歩く～」について、「聞いたことがあった」

と回答した 19.8％の人が、どのような媒体から情報を得ていたという問いに対し、「市の広報誌」、

「テレビ」、「ポスター・パンフレット等」が上位を占めています。 

これに対し、「日頃、どのような媒体を使って情報を得ることが多いか」との問いでは、「ＳＮ

Ｓ」、「テレビ」、「ホームページ」が上位を占めています。このことから、「ＳＮＳ」や「ホームペ

ージ」における情報発信が、効果を期待できる手段であるということが分かりました。 

個別回答においても、ＳＮＳの活用が数多く寄せられるとともに、各種イベントによって、日本

遺産を身近なものにしていくというご意見がありました。 

日本遺産「薩摩の武士が生きた町」の周知・広報活動の強化を図りつつ、今回いただいたご回答

を踏まえ、イベント等、どのように活用を図っていくか、検討してまいりたいと思います。 
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３．調査結果 

問１ あなたは文化庁が地域の文化や伝統が語られているストーリーを「日

本遺産」として認定していることを知っていましたか。（ひとつだけ） 

「知っていた」が 11.3％、「「日本遺産」という言葉は聞いたことがあったが、内容について

はよく知らなかった」が 40.1％、「聞いたことがなかった」が 48.5％となっている。 

 

問２ 「薩摩の武士が生きた町～武家屋敷群“麓”を歩く～」というものを

聞いたことがありましたか。（ひとつだけ） 

「聞いたことがあった」が 19.8％、「聞いたことがなかった」が 80.2％となっている。 

 

 

  

選択肢 回答数 割合

知っていた 39 11.3%

「日本遺産」という言葉は聞いたことがあっ
たが、内容についてはよく知らなかった

138 40.1%

聞いたことがなかった 167 48.5%

無回答 0 0.0%

サンプル数 344 100.0%

11.3%

40.1%

48.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

選択肢 回答数 割合

聞いたことがあった 68 19.8%

聞いたことがなかった 276 80.2%

無回答 0 0.0%

サンプル数 344 100.0%

聞いた

ことが

あった

19.8%

聞いた

ことが

なかっ

た

80.2%

無回答

0.0%
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問３ 問２で「１．聞いたことがあった」とお答えした方にお伺いします。

「薩摩の武士が生きた町」の情報をどのように知りましたか。（いくつ

でも） 

「市の広報紙「市民のひろば」」が 39.7％と最も高く、次いで、「テレビ」の 35.3％、「ポスタ

ー・パンフレット等」の 30.9％の順となっている。 

 

◆その他の回答（原文まま） 

・散歩中 

 

  

選択肢 回答数 割合

ホームページ（ウェブサイト） 15 22.1%

ＳＮＳ（Facebook、Twitter、
Instagram等）

14 20.6%

動画サイト（YouTube等） 4 5.9%

テレビ 24 35.3%

ラジオ 3 4.4%

新聞 16 23.5%

本や雑誌 11 16.2%

ポスター・パンフレット等 21 30.9%

市の広報紙「市民のひろば」 27 39.7%

家族・友人・知人に聞いて知った 9 13.2%

その他 2 2.9%

無回答 0 0.0%

サンプル数 68 －

22.1%

20.6%

5.9%

35.3%

4.4%

23.5%

16.2%

30.9%

39.7%

13.2%

2.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問４ 問４からはすべての方にお伺いします。日頃から、どのような媒体を

使って情報を得ることが多いですか。（いくつでも） 

「ＳＮＳ（Facebook（フェイスブック）、Twitter（ツイッター）、Instagram（インスタグラ

ム）等）」が 70.1％と最も高く、次いで、「テレビ」の 64.8％、「ホームページ（ウェブサイト）」

の 52.3％の順となっている。 

 

◆その他の回答（原文まま） 

・鹿児島の地域のことやイベントについては、バカンスが多い 

・子供が学校から、貰ってくるチラシとかお知らせで知ることがあります。 

・知人等 

 

  

選択肢 回答数 割合

ホームページ（ウェブサイト） 180 52.3%

ＳＮＳ（Facebook、Twitter、
Instagram等）

241 70.1%

動画サイト（YouTube等） 133 38.7%

テレビ 223 64.8%

ラジオ 62 18.0%

新聞 75 21.8%

本や雑誌 53 15.4%

ポスター・チラシ等 89 25.9%

フリーペーパー 93 27.0%

市の広報紙「市民のひろば」 150 43.6%

その他 3 0.9%

特に情報を得ることはない 1 0.3%

無回答 0 0.0%

サンプル数 344 －

52.3%

70.1%

38.7%

64.8%

18.0%

21.8%

15.4%

25.9%

27.0%

43.6%

0.9%

0.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問５ 日本遺産の構成文化財の中で、知っているものをお選びください。 

（いくつでも） 

「照国神社」が 90.7％と最も高く、次いで、「城山」の 85.5％、「鹿児島城本丸跡」の 52.9％

の順となっている。 

 

 

  

選択肢 回答数 割合

喜入旧麓（水路や武家門） 58 16.9%

給黎城跡 30 8.7%

南方神社 84 24.4%

肝付家歴代墓地 21 6.1%

香梅ヶ渕 31 9.0%

鹿児島城岩崎口跡 39 11.3%

鹿児島城新照院口跡 37 10.8%

鹿児島城大手口跡 39 11.3%

私学校跡石塀 100 29.1%

鹿児島城本丸跡 182 52.9%

鹿児島城二之丸跡 107 31.1%

天保年間鹿児島城下絵図（市立美術館
蔵）

42 12.2%

探勝園 27 7.8%

照国神社 312 90.7%

城山 294 85.5%

無回答 2 0.6%

サンプル数 344 －

16.9%

8.7%

24.4%

6.1%

9.0%

11.3%

10.8%

11.3%

29.1%

52.9%

31.1%

12.2%

7.8%

90.7%

85.5%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%



- 10 – 

 

問６ 現在、日本遺産（「薩摩の武士が生きた町」）を周知するために、各種

イベントを行っていますが、今後どのようなイベントであれば参加し

たいと思いますか。（いくつでも） 

「スタンプラリー」が 53.5％と最も高く、次いで、「日本遺産に関するツアー」の 52.0％、

「フォトコンテスト」の 28.5％の順となっている。 

 

◆その他の回答（原文まま） 

・特にありません 

・自転車で周遊する。 

・子どもが楽しめるイベント 

・映画とかなら見ると思いますし SNS等でも拡散されて PR効果は高いと思います。 

・その時代を再現したイベントや仕事、食事の販売 

・グルメイベントや家族参加 

・インスタ映えするようなフォトスポットや衣装の貸出等があれば参加してみたいです 

・イベントを開催する際の支出が無駄。イベントを廃止して欲しい。文化庁の日本遺産も廃

止して欲しい。税金の無駄遣いを無くして欲しい。 

・イベントというよりは、日常的に訪れることができるような身近な場所になるといいなと

思う。（ご飯を食べたり散歩できたり） 

・youtubeなどで興味を引く動画の作成→それを主軸としてスタンプラリーや講演会の集客

やそれに伴ったキャンペーンを行う。 

 

  

選択肢 回答数 割合

日本遺産に関する写真やパネルの展示 97 28.2%

日本遺産に関する講演会・シンポジウム 54 15.7%

日本遺産に関するツアー 179 52.0%

スタンプラリー 184 53.5%

フォトコンテスト 98 28.5%

その他 10 2.9%

どのようなイベントでも参加したいと思
わない

24 7.0%

無回答 0 0.0%

サンプル数 344 －

28.2%

15.7%

52.0%

53.5%

28.5%

2.9%

7.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問７ 鹿児島市の日本遺産（「薩摩の武士が生きた町」）を活用していくため

には、どのようなことを進めればよいと思いますか。（いくつでも） 

「散策コースの整備」が 62.8％と最も高く、次いで、「散策マップ・案内パンフレットの作成」

の 61.0％、「路線バスや駐車場等のアクセス整備」の 58.4％の順となっている。 

 

  

選択肢 回答数 割合

散策コースの整備 216 62.8%

散策マップ・案内パンフレットの作成 210 61.0%

現地案内看板の整備 150 43.6%

ボランティアガイドや専門家による案内 93 27.0%

路線バスや駐車場等のアクセス整備 201 58.4%

周辺の関連施設等を含めたツアーの開催 132 38.4%

博物館や資料館などの展示施設の充実 78 22.7%

講座やセミナーの開催 46 13.4%

地域での講師の育成 40 11.6%

その他 14 4.1%

特に進めるべきと思うことはない 8 2.3%

分からない 9 2.6%

無回答 0 0.0%

サンプル数 344 －

62.8%

61.0%

43.6%

27.0%

58.4%

38.4%

22.7%

13.4%

11.6%

4.1%

2.3%

2.6%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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◆その他の回答（原文まま） 

・SNSでの情報発信  

・鹿児島の遺産名所案内又は広く知ってもらうには、駐車場等がないところがある。  

・その時代の格好をしたスタッフが接客や案内をしたり、特産品などの販売を行う。  

・テレビ（具体的には、MBC のてゲてゲや KTS のナマ・イキ VOICE のような）で取り上げて

いただく。SNSで例えばインスタグラマーとして鹿児島をアピールされている方と組む。 

 

・案内の動画や音声の QR コードをその場所事に配置してボランティアガイドさんにガイド

してもらっているかのような仕組みが欲しい。これなら 24 時間年中無休で案内をしても

らえる。ただ見るだけ、ふ～んで終わらない仕組みが欲しい。 

 

・映画等を作成し舞台裏の情報等を展示することで集客できると思います。  

・京都にあるような観光タクシーを増やす！ 観光させるために荷物が邪魔になる、だから

荷物を預けられつつガイドがいる「観光タクシー」がいいと思った 

 

・散策だけでなく、その地域の特産品やおすすめランチ等できるところを一緒にご案内があ

ると楽しみも増える。行ってもどこになにがあるのか、どういう歴史的なものなのかがわ

かると興味もでるのでは？ 

 

・子供向けのイベント、教育、講習会など  

・周辺に店舗や飲食店を整備する  

・対象を具体的に想像するところから始まると思います。  

・茶屋・甘味処  

・特に旅行者をターゲットとした、多言語もしゃべれるガイド（録音可能）を用意して、個

人旅行で来た人にも対応できるようにすれば、特に個人旅行が好きな外国人にも対応でき

ます。※彼らは団体行動が好きではありませんので周知すべき点です。 

 

・歴史クイズや歴史に触れたイベント  
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問８ 鹿児島市の日本遺産（「薩摩の武士が生きた町」）を今後どのように活

用すべきだと思いますか。（任意回答） 

◆回答一覧（一部抜粋・原文まま） 

回答内容 性別 年代 地域 

SNS 等で情報発信を強化し、観光資産とする。歴史遺産として武士の生活

やあり方を外国人向けに発信して国際的にも知名度を上げていく。 
男 ４０歳代 吉野 

鹿児島市と県内の麓をめぐるツアーや、散策マップ、案内パンフレット

の作成、現地案内板の整備をすると今後、視察に行く機会が多くなると

思う。 

男 ７０歳代 伊敷 

貴重な遺産なので多くの人に知ってほしいと思います。そのためには学

生の遠足などにも活用出来れば良いのではないでしょうか？学校へチラ

シやポスターなど置いてもらうのはどうでしょうか。 

女 ５０歳代 吉田 
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Ⅲ 自転車通行空間の整備について 

１．調査の目的 

本市では、自転車で安全、快適に通行できるまちづくりを推進するため、平成 25 年 5 月に策定

した「鹿児島市自転車走行ネットワーク整備計画」に基づき、これまで中心市街地とその周辺部に

おいて、自転車走行空間の整備に取り組んできており、引き続き、安心・安全な自転車走行空間の

整備を推進していくこととしております。 

この度、「（次期）自転車走行ネットワーク整備計画」の策定に向けた検討を行うこととしており、

自転車の利用状況や利用する際の課題などについて把握し、次期計画の参考とするため、アンケー

トを実施しました。 

 

２．調査結果を受けて担当課（道路建設課）からのコメント 

皆様から多くのご回答やご意見をいただきまして、誠にありがとうございました。 

自転車は車両であり、車道通行が原則となっておりますが、歩道付の道路での通行位置について

「車道」と回答した方が 16.1％にとどまっていることや、自転車の走行ルートの選択理由について

「歩道が広い」と回答した方が 51.6％で最も多いことから、自転車の車道通行が徹底されていない

実態が分かりました。 

また、危険を感じた場面として「車道での走行中の車との接触」が 51.6％で最も多く、自転車走

行空間の整備について 87.1％の方から「推進すべき」と回答をいただいたことから、安全に利用で

きる自転車走行空間の整備が求められていることが分かりました。このほか、自転車の利用促進に

必要な取組として 28.5％の方が「自転車利用のルール・マナー啓発や交通安全教育の推進」と回答

され、自由意見においても交通ルールやマナーに関するご意見を多くいただいたことから、走行空

間の整備に合わせて自転車利用ルールの周知啓発などを推進する必要があることが分かりました。 

今回の調査結果を参考に、次期自転車走行ネットワーク整備計画の策定に向けて検討を進め、

「自転車で安全・快適に通行できるまちづくり」の実現に向けて取り組んでまいります。 

  



- 15 – 

 

３．調査結果 

問９ 自転車をどのくらいの頻度で利用していますか。（ひとつだけ） 

「利用していない」が 73.0％と最も高く、次いで、「年に数回」の 10.5％、「月１～２回」の

4.9％の順となっている。 

 
  

選択肢 回答数 割合

週５回以上 15 4.4%

週３～４回 9 2.6%

週１～２回 16 4.7%

月１～２回 17 4.9%

年に数回 36 10.5%

利用していない 251 73.0%

無回答 0 0.0%

サンプル数 344 100.0%

4.4%

2.6%

4.7%

4.9%

10.5%

73.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 10 問 10～問 18までは、問９で自転車を利用しているとお答えした方にお

伺いします。自転車を利用する主な地域を選択してください。（３つま

で） 

「中央地区」が 49.5％と最も高く、次いで、「鴨池地区」の 18.3％、「谷山地区」の 15.1％の

順となっている。 

 
 

  

選択肢 回答数 割合

中央地区 46 49.5%

上町地区 6 6.5%

鴨池地区 17 18.3%

城西地区 9 9.7%

武・田上地区 9 9.7%

伊敷地域 10 10.8%

吉野地域 4 4.3%

谷山北部地区 3 3.2%

谷山地区 14 15.1%

吉田地域 2 2.2%

桜島地域 2 2.2%

松元地域 2 2.2%

郡山地域 2 2.2%

喜入地域 1 1.1%

鹿児島市外 6 6.5%

無回答 0 0.0%

サンプル数 93 －

49.5%

6.5%

18.3%

9.7%

9.7%

10.8%

4.3%

3.2%

15.1%

2.2%

2.2%

2.2%

2.2%

1.1%

6.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 11 どのような自転車を主に利用していますか。（ひとつだけ） 

「一般車・シティサイクル（俗にいう「ママチャリ」など）」が 66.7％と最も高く、次いで、

「スポーツバイク（クロスバイク・ロードバイク等）」の 16.1％、「電動アシスト車」の 10.8％

の順となっている。 

 

◆その他の回答 

・サイクリングコースでのレンタル 

・マウンテンバイク 

・転勤する人が置いて行った各種自転車を使用しています。 

 

  

選択肢 回答数 割合

一般車・シティサイクル（俗にいう「マ
マチャリ」など）

62 66.7%

電動アシスト車 10 10.8%

スポーツバイク（クロスバイク・ロード
バイク等）

15 16.1%

シェアサイクル（かごりん） 3 3.2%

その他 3 3.2%

無回答 0 0.0%

サンプル数 93 100.0%

66.7%

10.8%

16.1%

3.2%

3.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 12 自転車を利用する主な目的は何ですか。（ひとつだけ） 

「日常的な生活圏内の利用（買い物・通院・子供の送迎等）」が 40.9％と最も高く、次いで、

「通勤」の 25.8％、「日常の生活圏より遠出の利用（観光・サイクリング等）」の 16.1％の順と

なっている。 

 

◆その他の回答（原文まま） 

・職場（プラント）内の移動で使用しています。 

・利用しない 

・利用用途はさまざま。バスの便が悪いところの繋ぎで利用したり、公共施設へ行くのに利

用する。 

 

 

  

選択肢 回答数 割合

通勤 24 25.8%

通学 6 6.5%

仕事・業務 7 7.5%

日常的な生活圏内の利用（買い物・通
院・子供の送迎等）

38 40.9%

日常の生活圏より遠出の利用（観光・サ
イクリング等）

15 16.1%

その他 3 3.2%

無回答 0 0.0%

サンプル数 93 100.0%

25.8%

6.5%

7.5%

40.9%

16.1%

3.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 13 自転車を運転するとき、ヘルメットを着用していますか。（ひとつだけ） 

「着用している」が 14.0％、「着用していない」が 86.0％となっている。 

 

 

問 14 自転車の安全利用のルールを知っていますか。（ひとつだけ） 

「すべて知っている」が 38.7％、「一部を知っている」が 61.3％、「全く知らない」が 0.0％

となっている。 

 

 

  

選択肢 回答数 割合

着用している 13 14.0%

着用していない 80 86.0%

無回答 0 0.0%

サンプル数 93 100.0%

着用し

ている

14.0%

着用し

ていな

い

86.0%

無回答

0.0%

選択肢 回答数 割合

すべて知っている 36 38.7%

一部を知っている 57 61.3%

全く知らない 0 0.0%

無回答 0 0.0%

サンプル数 93 100.0%

38.7%

61.3%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 15 自転車の走行ルートは、どのような理由から選択していますか。（３つ

まで） 

「歩道が広い」が 51.6％と最も高く、次いで、「距離が短い」の 34.4％、「自転車走行レーン

がある」の 33.3％の順となっている。 

 

 

◆その他の回答（原文まま） 

・その道しかないから 

・最短ルートを選択しています。 

・特に気にしていない 

・特に考えてない。行きたいと思った方に行く。 

 

  

選択肢 回答数 割合

自転車走行レーンがある 31 33.3%

歩道が広い 48 51.6%

車道が広い 16 17.2%

歩行者が少ない 23 24.7%

車が少ない 26 28.0%

距離が短い 32 34.4%

信号が少ない 10 10.8%

その他 4 4.3%

無回答 0 0.0%

サンプル数 93 －

33.3%

51.6%

17.2%

24.7%

28.0%

34.4%

10.8%

4.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 16 歩道付の道路を走行する場合、どの位置を走行することが多いですか。

（ひとつだけ） 

「車道」が 16.1％、「歩道の車道側」が 59.1％、「歩道（通行位置は特に意識していない）」が

24.7％となっている。 

 

 

 

  

選択肢 回答数 割合

車道 15 16.1%

歩道の車道側 55 59.1%

歩道（通行位置は特に意識していない） 23 24.7%

無回答 0 0.0%

サンプル数 93 100.0%

車道

16.1%

歩道の車

道側

59.1%

歩道（通

行位置は

特に意識

していな

い）

24.7%

無回答

0.0%
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問 17 自転車を利用する際に危険を感じた場面を教えてください。(３つま

で) 

「車道での走行中の車との接触」が 51.6％と最も高く、次いで、「道路上の段差等（舗装の凹

凸やｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋など）による転倒」の 50.5％、「歩道での歩行者との接触」の 44.1％の順となっ

ている。 

 

 

◆その他の回答（原文まま） 

・市電周りの道路の凸凹、あと市電やタクシーが多い天文館らへんはどこを走っていいのか

わからない 

 

  

選択肢 回答数 割合

歩道での歩行者との接触 41 44.1%

歩道や車道での自転車同士の接触 23 24.7%

車道での走行中の車との接触 48 51.6%

車道での停車中の車との接触 10 10.8%

交差点での車、自転車との接触 20 21.5%

道路上の段差等（舗装の凹凸やｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
蓋など）による転倒

47 50.5%

その他 1 1.1%

特に危険を感じたことがない 5 5.4%

無回答 0 0.0%

サンプル数 93 －

44.1%

24.7%

51.6%

10.8%

21.5%

50.5%

1.1%

5.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 18 安全に利用できる自転車走行空間（自転車道や自転車専用通行帯など）

の整備をさらに推進すべきと思いますか。（ひとつだけ） 

「思う」が 87.1％、「思わない」が 6.5％、「分からない」が 6.5％となっている。 

 

 

  

選択肢 回答数 割合

思う 81 87.1%

思わない 6 6.5%

分からない 6 6.5%

無回答 0 0.0%

サンプル数 93 100.0%

思う

87.1%

思わない

6.5%

分からな

い

6.5%

無回答

0.0%
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問 19 問１９からはすべての方にお伺いします。どのような取組が進めば、

より自転車を利用したいと思いますか。（３つまで） 

「安全に利用できる自転車走行空間の整備」が 69.5％と最も高く、次いで、「駐輪場の整備」

の 47.1％、「自転車利用のルール・マナー啓発や交通安全教育の推進」の 28.5％の順となってい

る。 

 

 

  

選択肢 回答数 割合

安全に利用できる自転車走行空間の整備 239 69.5%

駐輪場の整備 162 47.1%

自転車通行に支障となる違法駐車の取り
締まり

49 14.2%

シェアサイクルのポートを増やす 77 22.4%

放置自転車対策の強化 26 7.6%

自転車利用のルール・マナー啓発や交通
安全教育の推進

98 28.5%

サイクリング環境の充実（休憩施設や案内板の整
備、サイクルルートのＰＲなど）

66 19.2%

公共交通との連携（サイクルトレインな
ど）

60 17.4%

その他 17 4.9%

無回答 0 0.0%

サンプル数 344 －

69.5%

47.1%

14.2%

22.4%

7.6%

28.5%

19.2%

17.4%

4.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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◆その他の回答（原文まま） 

・グリーンオフィスかごしまで自転車通勤する社員がいた場合経営審査事項で加点すれば自

転車通勤増えるかもしれません。 

・シェアサイクルが、登録や個人情報なしにもっと気軽に使える 

・自転車屋で購入時に徹底指導。保険加入についても指導。 

・ついこの前、自転車の窃盗に会いました。施錠をしっかりすること、自転車が盗まれやす

いことなどについて看板などで警告を行い、窃盗被害を少なくしてほしい。 

・電動自転車が安くなれば、１～２万位で。 

・違法な自転車走行の取締 

・使うことはない。 

・子どもがいるので利用する機会が無い 

・自転車で施設に来ると割引してくれる 

・自転車の危険運転などの取締り 

・自転車購入の補助金 

・自転車走行空間が完全に整備され、安心して乗れる状況が整えば利用したいです。 

・自転車利用者に対する補助金(ルール遵守者やヘルメット購入者などに対する補助) 

・住んでいる地区では自転車では不便すぎるので利用しようとは思わない 

・地域的に高低差があり自転車に乗ることはなく、自動車主体。 

・道路上の段差 特に歩道と車道の境のブロック 

・未だに自転車に乗れないので、今後も練習などせず、乗る予定もありません。 
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問 20 今後の自転車に関する取組について、ご意見、ご要望などありました

らご記入ください。（任意回答） 

◆回答一覧（一部抜粋・原文まま） 

回答内容 性別 年代 地域 

自転車用の道を増やしてほしい。朝夜の通勤時間帯など凄い速さで自転

車を走らせて脇を通り抜ける人がいて危ない。夕方違法駐輪が多く道が

狭いところがある。駐輪場がいっぱいな時もあるのかなと思うので自転

車置き場が街の分かりやすいところにあったら良いのかなと思います 

女 ３０歳代 中央 

車道を走るよう心がけていますが車に煽られたり至近距離で追い抜かれ

るとひやっとします。自転車走行空間のある場所を増やしてもらえると

有り難いです。 

女 ２０歳代 伊敷 

大きい道路の歩道は、自転車専用レーンが、もうけられてますが、危な

いシーンが、何度もありました。マナー、ルールが、もっとも大切だと

思います。学校などで、最低限の自転車に乗る場合のマナーを教えたり

する機会があれば良いですね。 

女 ６０歳代 谷山 

 


